
地区 地区№ 出された意見（個人が特定される意見は除いてあります。）  意見掲載日

令和5年3月31日時点

和地・花川 4 今農地集約されているところ→馬鈴薯。 R5.3.31

和地・花川 4 水田→後継不足。 R5.3.31

和地・花川 4 農地はたくさんある。→話し合い大事。 R5.3.31

和地・花川 4 認定事業者が多い所。（和地北側）は大丈夫。 R5.3.31

和地・花川 4 西丘町→水がない（後継者はいるのに）。 R5.3.31

和地・花川 4 5ａ、10ａは使いにくい。（大型化した機械が入りにくい） R5.3.31

和地・花川 4 集約されている所→水利が整備済み（今後も重要になる） R5.3.31

和地・花川 4 花川→黄色少ない＝口約束の土地が多い。 R5.3.31

和地・花川 4 和光から深萩　樹園地。入るのが難しい。 R5.3.31

和地・花川 4 西ＩＣ周辺の利用促進。 R5.3.31

和地・花川 4 馬鈴薯→台地（赤土）、水利のあるところ多い。 R5.3.31

和地・花川 4 利用権→相続や期限後に不安がある。 R5.3.31

和地・花川 4 若手の規模拡大。 R5.3.31

和地・花川 4 選果場付近からＩＣ周辺が馬鈴薯メイン。今後も維持していく。 R5.3.31

和地・花川 4 水利が無い→放棄地化。 R5.3.31

和地・花川 4 農地が離れ離れ。やりにくい。 R5.3.31

和地・花川 4 湖東町→放棄地。木が生えているところあり→管理を早く、でも手が回らない。 R5.3.31

和地・花川 4 固定、相続がらみの問題。 R5.3.31

和地・花川 4 和地→農地地域は耕作されている。 R5.3.31

和地・花川 4 放棄地がない。優良農地が多い。 R5.3.31

和地・花川 4 西ＩＣ周辺　物流倉庫が来てから農地が少ない。 R5.3.31

和地・花川 4 相続→自分の農地が分からない人がいる。利用権の設定に苦労する。 R5.3.31

和地・花川 4 和地でキャベツ（水利あり）、畑もまとまっていて管理しやすい。 R5.3.31

和地・花川 4 住宅や林が多い所は作業しにくい。 R5.3.31

和地・花川 4 農地増→細かい畑が点々としていないならばＯＫ．（条件次第） R5.3.31

和地・花川 4 この先続けられるかな。 R5.3.31

和地・花川 4 農地が飛び飛びで作業がやりにくい。 R5.3.31

和地・花川 4 農地が少ない地域は継続が難しい。 R5.3.31

和地・花川 4 まとまった農地は管理しやすい。 R5.3.31

和地・花川 4 住宅が少ない→作業しやすい。 R5.3.31

和地・花川 4 農地の利用状況が少ない。 R5.3.31

和地・花川 4 水利が少ない。 R5.3.31

和地・花川 4 認定農家が耕作をしている。 R5.3.31

和地・花川 4 筆が細かくて集約できない。 R5.3.31

和地・花川 4 ５年は続けられるけど農機具の継続が難しい。 R5.3.31

和地・花川 4 農地が少ない地域は継続が難しい。 R5.3.31

和地・花川 4 まとまった農地は管理しやすい。 R5.3.31

和地・花川 4 住宅が少ない→作業しやすい。 R5.3.31

和地・花川 4 担い手農業者耕作地の管理地のうち利用権設定による借地の期間後再設定について交渉がスムーズにいくか心配。 R5.3.31

和地・花川 4 本日出席者の認識の違いがありそう。 R5.3.31

和地・花川 4 物流、工場関係、農地がなくなっている。 R5.3.31

和地・花川 4 水田を埋めてしまって耕作でない。 R5.3.31

和地・花川 4 担い手が割と多い。 R5.3.31

和地・花川 4 畑管、水田パイプがある地区に密集。 R5.3.31



地区 地区№ 出された意見（個人が特定される意見は除いてあります。）  意見掲載日

令和5年3月31日時点

和地・花川 4 西インター周辺が農地減少。 R5.3.31

和地・花川 4 花川、大山が馬鈴薯部会の中心になる可能性大。 R5.3.31

和地・花川 4 佐浜　水田　大口農家へ集中。 R5.3.31

和地・花川 4 西丘、花川　水利問題。 R5.3.31

和地・花川 4 同感！！ R5.3.31

和地・花川 4 インター周辺の利用増進。 R5.3.31

和地・花川 4 和地　山林等の改善。 R5.3.31

和地・花川 4 和地　農地への集積。（大山地区） R5.3.31

和地・花川 4 花川地区の集積。 R5.3.31

和地・花川 4 和光　樹園地の改良。 R5.3.31

和地・花川 4 耕作放棄地、山林年々増えている。 R5.3.31

和地・花川 4 農地固定費、相続税問題（未収金） R5.3.31

和地・花川 4 三方原用水の老朽化が進む。メンテナンス必要。 R5.3.31

和地・花川 4 宅地、住宅地、市街地×。 R5.3.31

和地・花川 4 農地集約〇　農地まとまっている〇。継続できる。 R5.3.31

和地・花川 4 西インター付近×。 R5.3.31

和地・花川 4 物流関係×。 R5.3.31

和地・花川 4
三方原用水　改良区が所有管理している畑管施設、用水路や地元水利組合管理の水田パイプ農業施設があるところは
継続できる。

R5.3.31

和地・花川 4 西インター付近はできないと思う。農地がなくなっている。 R5.3.31

和地・花川 4 耕作されていない。市街化にしても良いと思う。 R5.3.31

和地・花川 4 農業振興地域は、耕作にある程度続けられる。 R5.3.31

和地・花川 4 それぞれの地区の特色が表れている。 R5.3.31

和地・花川 4 西インター付近は物流関係ができているために農業が出来なくなってきている。 R5.3.31

和地・花川 4 水田の経営継承が重要となるのでは？農地が集約されているためなおさら。 R5.3.31

和地・花川 4 花川は馬鈴薯、大根が広がっていくかも。 R5.3.31

和地・花川 4 若手生産者が頑張っている。花川、和地。 R5.3.31

和地・花川 4 湖東団地西は難しい。 R5.3.31

和地・花川 4 三方原用水がないところが作りにくい。 R5.3.31

和地・花川 4 花川地区13名がほぼ拡大してきて、その内6割の高齢化が進み、大規模農家のため担い手が引き継げるのか心配 R4.3.31

和地・花川 4 秋冬野菜の安定した物が欲しい R4.3.31

和地・花川 4 相続による筆数が増え、分散化され、集約が難しくなる R4.3.31

和地・花川 4 規模拡大により、パート・アルバイトの手配が難しくなっている R4.3.31

和地・花川 4 分散農地の集約が必要ではないか R4.3.31

和地・花川 4 和地・花川地区の農地確保の目標値は設定されているのか R4.3.31

和地・花川 4 農作業の効率化（オートメーション化・クローの利用等）に関する取り組みの情報交換が大切か R4.3.31

和地・花川 4 農地の目標値設置（地区等） R4.3.31

和地・花川 4 まとまった畑が少ない R4.3.31

和地・花川 4 収入の向上が必要→後継者・若手の担い手 R4.3.31

和地・花川 4 オートメーション化が必要 R4.3.31

和地・花川 4 農地転用などの計画性 R4.3.31

和地・花川 4 農地の集約化、担い手の手分け（分業）、作業効率の向上 R4.3.31

和地・花川 4 花川地区の高齢化が進んでいる R4.3.31

和地・花川 4 秋冬野菜が安定してほしい R4.3.31

和地・花川 4 認定者以外の耕作地が多い R4.3.31



地区 地区№ 出された意見（個人が特定される意見は除いてあります。）  意見掲載日

令和5年3月31日時点

和地・花川 4 耕作地が分散している R4.3.31

和地・花川 4
両エリア共、辞める予定の農地と放棄地を、拡大する農家へ振り分けることが出来れば、需要バランスが取れるように思
える。その際、放棄地等を整備する支援等があると尚やりやすいと思う。

R4.3.31

和地・花川 4 担い手以外の耕作地が多い R4.3.31

和地・花川 4 耕作放棄地は、地形によるものか R4.3.31

和地・花川 4 目標値の設定 R4.3.31

和地・花川 4 耕作地、耕作放棄地の需給バランス R4.3.31

和地・花川 4 地目以上に耕作放棄地は増加 R4.3.31

和地・花川 4 相続等で所有農地を把握していないため放棄 R4.3.31

和地・花川 4 花川・和地共、耕作地：放棄地の割合は似ている R4.3.31

和地・花川 4 使える農地が分かる工夫が必要 R4.3.31

和地・花川 4 農地が集積されていない R4.3.31

和地・花川 4 担い手で手分けして利用できれば R4.3.31

和地・花川 4 縮小希望も拡大希望もある R4.3.31

和地・花川 4 多くが畑作 R4.3.31

和地・花川 4 農地以外に囲まれた農地は、出入り等の問題 R4.3.31

和地・花川 4 担い手耕作地が少ない R4.3.31

和地・花川 4 まとまった畑が少ない R4.3.31

和地・花川 4 高齢化、後継者問題 R4.3.31

和地・花川 4 担い手認定者以外の耕作地が多い R4.3.31

和地・花川 4 耕作放棄地は河川沿いの条件不利地に集中している R4.3.31

和地・花川 4 和地町内の圃場は筆が細かく、大山～湖東は筆が大きい R4.3.31

和地・花川 4 担い手の耕作地が分散している→効率が悪い R4.3.31

和地・花川 4 花川地区について、担い手農業者耕作地が思ったより少ない（記載されていないところもある） R4.3.31

和地・花川 4 まとまった畑が少ない R4.3.31

和地・花川 4 耕作放棄地でまとまっているところがあるが、耕作できる状況か確認する必要あり R4.3.31

和地・花川 4 大規模農家の高齢化が進み、担い手への引継ぎが必要（担い手が少なく、全部引き継げるか不安） R4.3.31

和地・花川 4 担い手認証者以外の耕作地が多い R4.3.31

和地・花川 4 農地集約、農作業の効率化が必要放棄地 R4.3.31

和地・花川 4 放棄地を規模拡大者へ引き継げるよう、支援があるとやりやすい R4.3.31

和地・花川 4 農業者の減少 R4.3.31

和地・花川 4 担い手の割合は地域差がない？ R4.3.31

和地・花川 4 耕作放棄地が使える農地か？ R4.3.31

和地・花川 4
農地以外に囲まれた農地（現状は耕作中と思われる）が多く、農地所有者以外が今後耕作をしようとする時に、出入りし
やすい状況かで貸借が変わってくる。→そういう土地程耕作放棄地が多い。

R4.3.31

和地・花川 4 農地転用などの計画性の必要さを地主にも理解してもらいたい。 R4.3.31

和地・花川 4 担い手が思った少ない（和地の方が面積は広い） R4.3.31

和地・花川 4 手放す人と受ける人（担い手）の農地面積（振り分ける方法、支援） R4.3.31

和地・花川 4 中小規模農家の耕作地が多い R4.3.31

和地・花川 4 筆が細かい R4.3.31

和地・花川 4 農作業の効率化 R4.3.31

和地・花川 4 農地確保の目標は？ R4.3.31

和地・花川 4 管理休耕地が多い R4.3.31

和地・花川 4 駐車場の設定の仕方（基準）農業委員会 R4.3.31

和地・花川 4 拡大できる作物 R4.3.31

和地・花川 4 後継者の有無？→相続がうまくいかない感じ R4.3.31



地区 地区№ 出された意見（個人が特定される意見は除いてあります。）  意見掲載日

令和5年3月31日時点

和地・花川 4 後継者がいる経営体が多い。 R4.3.31

和地・花川 4 担い手や農地所有者で、縮小を希望する方がいる。 R4.3.31

和地・花川 4 一方、拡大希望者も多い。 R4.3.31

和地・花川 4 多くが露地畑作かハウス畑作。 R4.3.31

和地・花川 4 宅地との混在・農地が点在・分散 R4.3.31

和地・花川 4 農産物の価格が不安定 R4.3.31

和地・花川 4 耕作放棄地が谷合に多い R4.3.31

和地・花川 4 1筆の大小 R4.3.31

和地・花川 4 効率化が必要か R4.3.31

和地・花川 4 水があるところがほとんど R4.3.31

和地・花川 4 相続→放棄地 R4.3.31

和地・花川 4 馬鈴薯等の露地野菜を広げられないか R4.3.31

和地・花川 4 手がつけられていない農地の区分（耕作放棄されているか、使える土地か？）が分かると良いと思う R4.3.31

和地・花川 4 農地が集積されていない。畑と民家が近い R4.3.31

和地・花川 4 担い手で手分けして利用できればと思う（有効活用出来ないか検討していけたらよいのではないか） R4.3.31

和地・花川 4 農地転用の計画性重要 R4.3.31

和地・花川 4 利用されていない農地は、耕作出来るかできないかを確認したいとの意見→重要だと思う R4.3.31

和地・花川 4 花川地区の高齢化→外部からの担い手を確保できないか R4.3.31

和地・花川 4 スマート農業など、興味のある人もいる R4.3.31

和地・花川 4 農地の受け渡しの仕組みつくれればいい R4.3.31

和地・花川 4 1区画が小さい（農地） R4.3.31

和地・花川 4 面積に対する担い手の割合は、和地・花川でそんなに違いがない。和地の方が5倍くらい広いが… R4.3.31

和地・花川 4 後継者がいる人が多い R4.3.31

和地・花川 4 集積しやすさを考えるべき R4.3.31

和地・花川 4 花川の拡大意向の農家の高齢化が心配（引継ぎ） R4.3.31

和地・花川 4 和地は細かい。大山・湖東は大きい R4.3.31

和地・花川 4 担い手が分散→非効率（何人か意見） R4.3.31

和地・花川 4 放棄地がまとまっている→作れる所か要確認 R4.3.31

和地・花川 4 相続による放棄地 R4.3.31

和地・花川 4 農地の分散、効率が悪い R4.3.31

和地・花川 4 価格は自分で決められない（農産物） R4.3.31

和地・花川 4 小さい畑の借り手がいない R4.3.31

和地・花川 4 後継者に継いでほしくなかった（農業収益と生活） R4.3.31

和地・花川 4 相続したが、どこの畑か把握していない R4.3.31

和地・花川 4 耕作放棄地でも使えるところがある R4.3.31

和地・花川 4 宅地との混在はどうしようもない R4.3.31

和地・花川 4 中長期的な農地確保の目標値があった方がよい R4.3.31

和地・花川 4 農薬残留（花・野菜の混在） R4.3.31

和地・花川 4 放棄地ではないが管理保全のみの畑がある。活用できれば… R4.3.31

和地・花川 4 多くの畑は耕作されているが、小さい農地は放棄されることがある R4.3.31

和地・花川 4 農産物の価格が安定すればいいと思う R4.3.31

和地・花川 4 バレイショ拡大希望者が多い。縮小は少ない R4.3.31

和地・花川 4 農地の点在や機械化による省力化 R4.3.31

和地・花川 4 宅地の奥に畑があり、進入できない→貸借の妨げになっているのでは R4.3.31



地区 地区№ 出された意見（個人が特定される意見は除いてあります。）  意見掲載日

令和5年3月31日時点

和地・花川 4 農地を農地として守る必要がある R4.3.31

和地・花川 4 今後、相続問題も課題となってくる R4.3.31

和地・花川 4 畑の駐車スペース（路上駐車等取締り苦情） R4.3.31

和地・花川 4 転用できないのは良いが、耕作放棄されてしまう R4.3.31

和地・花川 4 未相続農地 R4.3.31

和地・花川 4 （和地）地区の担い手は多い。拡大希望も。田耕作放棄地25％高い。利用状況、畑82％。 R2.12.21

和地・花川 4 （花川）田耕作放棄地42％高い。谷にまとまっている。担い手集積は、34％進んでいる R2.12.21

和地・花川 4 （両）労働力を課題に上げている R2.12.21

和地・花川 4 大規模担い手の育成が必要 R2.12.21

和地・花川 4 水田は高齢化によりスムーズに、引継ぎができない→放棄 R2.12.21

和地・花川 4 耕作放棄地が多い R2.12.21

和地・花川 4 露地畑については、法人など大規模農家などに拡大してもらい、空き畑を耕作してもらう R2.12.21

和地・花川 4 施設栽培については、補助金などをとってもらい、施設栽培を進めてもらう。大規模な担い手の育成が必要 R2.12.21

和地・花川 4 水田は高齢化で、家庭内での引継ぎができていない R2.12.21

和地・花川 4 水の便が悪く、耕作放棄地になる R2.12.21

和地・花川 4 耕作放棄地がまとまっている R2.12.21

和地・花川 4 道によって、これからの作物が違ってくると思う。温度が毎年上がってくるので、もっと気をつけて見ていきたい R2.12.21

和地・花川 4 地区の多くは、今とは多く変わってくる R2.12.21

和地・花川 4 担い手耕作地は、面積が小さく分散している R2.12.21

和地・花川 4 耕作放棄地は帯状に分布しているようだ R2.12.21

和地・花川 4 作物に合わせてマッチングするため、土地を分類すると良い R2.12.21

和地・花川 4 労働力は、ある所にはあるだろう R2.12.21

和地・花川 4
水田は、高齢化によりスムーズに家庭内で引継ぎができていないために、耕作放棄をせざるを得ない方向になった。尚、
オイスカ高校の花川の対岸の田は、水の便がすこぶる悪いために、耕作ができない状態にある

R2.12.21

和地・花川 4
田の耕作放棄地は地区により多くある。道路毎に作目が違うのは、耕作放棄地による貸し付けのために作目が違う。施
設の補助金の申請には、どのようなものがあるか？

R2.12.21

和地・花川 4 耕作放棄地が多いのは、条件が悪いところ R2.12.21

和地・花川 4 花川と和地では、作目が違う。大規模農家に、規模拡大をしてもらいたい R2.12.21

和地・花川 4 施設農家は、簡単に拡大できない。補助金で施設を、建てられるようになればいい R2.12.21

和地・花川 4 大規模農家（になるため）の育成が必要 R2.12.21

和地・花川 4 地図をみると畑が多く集約しやすいのでは。田は、放棄地率が高く、何とかならないか… R2.12.21

和地・花川 4 担い手が多いので集積に繋げられないか。ただ、アンケートで労働力が課題としているので対策が必要 R2.12.21

和地・花川 4 道路、バイパス沿線は、交通量・他県から車が多いと、害虫などの影響を受ける。色々のもの、落としていく R2.12.21

和地・花川 4 気候の変化（温暖化）があると、細かく分析していかないと（耕作がうまくできなくなり）後を継ぐ人がいなくなってしまう R2.12.21

和地・花川 4 放棄地の解消は、普通の人では無理 R2.12.21

和地・花川 4 ヒマな人が多いので、そういう人を労働力に生かす仕組みがあれば… R2.12.21

和地・花川 4 担い手の耕作地が分散している。土地を換えて、再配分したら R2.12.21

和地・花川 4 水田の放棄地化は、家庭内で引継ぎができていないため。また、米は作るより、買った方が安い R2.12.21

和地・花川 4 水利がなく、ポンプで水をあげていたような所が放棄地になっている R2.12.21

和地・花川 4 施設がある畑は交換（集約）が難しい。更地ならいいが… R2.12.21

和地・花川 4 担い手にいかに容易に、資金が借りられるようにするか（手続き） R2.12.21

和地・花川 4 畑それぞれ肥料、土、作目や場所によって違う。交換、集約はそう単純ではない R2.12.21

和地・花川 4 少しくらい高齢でも、耕作可能な農業の仕組みができないか R2.12.21

和地・花川 4 耕作地はある程度交換してまとめたい。 R3.1.8

和地・花川 4 農業への日本版ＳＢＩＲ（中小企業技術革新制度）の活用 R3.1.8

和地・花川 4 花の事業化活用 R3.1.8
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和地・花川 4 農地を借りる方は畔の管理にも気を使ってもらいたい。畑まわりの草地が害虫の住処になる。 R3.1.8

和地・花川 4
現在耕作地域がかなり広がっており地域ごとにある程度まとめて増やしていきたい。一枚の面積も2反程度にしていかな
いと非効率のため耕作地の交換も視野に入れたい。

R3.1.8

和地・花川 4 荒れ地は2～3年前に比べて減少している。地元からの意見も耳に入らない。このままでよいと思う。 R3.1.25


